
2
0
1
0
年
8
月
28
日
土
曜
日
、土
木
系

学
生
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。本
大
会
は
国
交
省
関
東
地
方
整
備

局
な
ら
び
に
開
催
地
で
あ
る
戸
田
市
の
ご
後
援
を

い
た
だ
い
て
関
東
支
部
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、学

生
が
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
材
料
で
手
づ
く
り

し
た
カ
ヌ
ー
の
製
作
技
術
と
漕
艇
技
術
を
競
う
も

の
で
あ
る
。第
16
回
と
な
る
今
大
会
は
連
日
の
猛
暑

が
続
く
な
か
、会
場
の
荒
川
調
整
池（
彩
湖
）に
過

去
最
大
タ
イ
の
37
チ
ー
ム
が
集
合
し
た
。内
訳
は
大

学
・
高
専
が
11
校
12
チ
ー
ム
、高
校
が
19
校
25
チ
ー

ム
で
あ
る
。

　

レ
ー
ス
に
先
立
っ
て
主
催
者
に
よ
る
カ
ヌ
ー
の
安

全
性
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
後
、組
み
合
わ
せ
抽
選
、

進
水
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。年
々
参
加
校
の
カ
ヌ
ー

製
作
技
術
が
向
上
し
て
お
り
、接
戦
か
つ
高
レ
ベ
ル
な

レ
ー
ス
が
予
感
さ
れ
た
。

　

レ
ー
ス
は
全
長
3
0
0
m
の
コ
ー
ス
を
6
～
7
艇

で
競
争
し
、予
選
、敗
者
復
活
戦
、準
決
勝
、決
勝
の

合
計
11
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
。審
査
は
レ
ー
ス
結
果

に
加
え
て
、事
前
提
出
さ
れ
た
資
料
、実
際
の
カ

ヌ
ー
の
出
来
栄
え
や
大
会
当
日
会
場
に
展
示
さ
れ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ネ
ル
の
評
価
を
加
算
し
て

行
わ
れ
る
。出
来
栄
え
や
パ
ネ
ル
の
評
価
は
参
加
各

校
に
よ
る
投
票
も
加
味
し
て
行
わ
れ
た
。

　

大
会
の
結
果
は
下
記
の
通
り
で
あ
っ
た
。

•�
総
合
優
勝
：
宇
都
宮
大
学（
栃
木
県
）　�

�
艇
名B

LA
C
K
�P
E
A
R
L　

�
�

決
勝
タ
イ
ム
1
分
56
秒

•�

総
合
準
優
勝
：
祐
誠
高
等
学
校（
福
岡
県
）　��

艇
名H
oney�H

aw
k　

•��

総
合
3
位
：
祐
誠
高
等
学
校（
福
岡
県
）　�

�

艇
名H

arry�H
aw
k

•�

高
校
の
部
優
勝
：
大
曲
工
業
高
等
学
校（
秋
田

県
）　

艇
名M

ajestic-R
K

•�

技
術
賞（
大
学
）
：
宇
都
宮
大
学　

�
�

艇
名B

LA
C
K
�P
E
A
R
L�

�

技
術
賞（
高
校
）
：
桜
井
高
等
学
校（
富
山
県
）�

艇
名N

O
A
H

•�

特
別
賞
：
山
形
工
業
高
等
学
校　

�
�

艇
名�

桃
色
②

　

宇
都
宮
大
学
は
昨
年
に
続
い
て
の
連
覇
で
、カ

ヌ
ー
と
選
手
の
漕
艇
力
が
マ
ッ
チ
し
て
直
進
性
が
高

い
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。ま
た
、2
分
を
切
る
大

会
最
高
タ
イ
ム
で
の
優
勝
で
あ
っ
た
。最
近
の
傾
向

と
し
て
高
校
チ
ー
ム
の
活
躍
が
目
立
っ
て
い
る
。来
年

は
大
学
・
高
専
チ
ー
ム
に
も
奮
闘
を
期
待
し
た
い
。

　

閉
会
式
で
は
各
賞
授
与
の
後
、関
東
支
部
長
の

音
頭
に
よ
る「
来
年
も
ガ
ン
バ
ロ
ー
」の
掛
け
声
に
よ

り
、参
加
各
校
が
来
年
の
活
躍
を
誓
っ
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。来
年
の

さ
ら
な
る
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。大
会
の
詳
細
は

関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.jsce.

or.jp/branch/kanto/　

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
正
会
員　

玉
井�

真
一（（
独
）鉄
道
・
運
輸
機
構
））

9
月
18
日（
土
）に
日
本
大
学
理
工
学
部

船
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、第
12
回
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
土
木
学
会

国
際
委
員
会（
委
員
長
：
古
田
均
・
関
西
大
学

教
授
）の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
土
木
学
会
の
国
際
活
動
の
一
環
と
し
て
、英

語
で
の
研
究
成
果
の
発
表
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、日
本
に
滞
在
中
の
留
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
中
心
に
、国
際
交
流
と
相
互
理
解
を
深
め
る
目

的
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
1
9
9
9
年
か

ら
開
催
さ
れ
、12
回
目
と
な
る
今
回
は
約
1
4
0

名
の
参
加
者（
外
国
人
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
80
名
、

日
本
人
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
44
名
、組
織
委
員
会
委

員
ほ
か
19
名
）を
得
て
、7
部
門
・
81
件
の
研
究
発

表
、基
調
講
演
、ス
タ
デ
ィ
ー
・
ツ
ア
ー
・
グ
ラ
ン
ト

招し
ょ
う
へ
い

聘
者
で
あ
る
韓
国
・
モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ル
コ
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
学
生
に
よ
る
報
告
、な
ら
び
に
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。ま
た
一
昨
年
か
ら
論
文
の
質
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
文
査
読
を
実
施
し

た
。な
お
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、公
益
信
託「
土

木
学
会
学
術
交
流
基
金
」の
助
成
を
受
け
て
実
施

さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
、午
前
・
午
後
合
わ
せ
て

計
19
の
一
般
講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。基
調
講
演
は
、森
地
茂
・
政
策
研
究

第
12
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（The Tw
elfth International 

Sum
m

er Sym
posium

）開
催

土
木
系
学
生
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー
大
会

開
催
報
告

写真1　�史上最速タイムで優勝した宇都宮大学

写真2　�森地茂教授による特別講演 写真1　�開会式
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大
学
院
大
学
教
授（
土
木
学
会
元
会
長
）に
よ
る

“D
evelopm

ent�of�Infrastructures�and�

N
ational�G

row
th�in�A

sia�

─C
urrent�

S
ituation�and�Future�P

erspectives�in�V
iet�

N
am

─
”と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。ア
ジ
ア
に

お
け
る
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
考
え
方
に
関
す
る

話
題
で
、参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、一
般
講
演
で
の
発
表
に
お
い

て
は
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、

参
加
者
相
互
間
の
有
意
義
な
情
報
交
換
が
で
き
た

も
の
と
考
え
る
。

　

最
後
に
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
懇
親
会
が
催
さ

れ
、そ
の
な
か
で
優
秀
発
表
講
演
者（
受
賞
者
は
左

記
の
と
お
り
）に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
の
参
加
者
間
の
活
発
な
交
流
に
よ
っ
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
目
的
で
あ
る
国
際
交
流
と
相

互
理
解
は
さ
ら
に
促
進
さ
れ
た
。

（
国
際
委
員
会　

第
12
回
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
組

織
委
員
会
委
員
長　

福
田�

敦（
日
本
大
学
））

さ
る
10
月
3
日（
日
）札
幌
市
の
複
合
型
商

業
施
設
で
あ
る
サ
ン
ピ
ア
ザ
1
階
の
光
の
広

場（
新
札
幌
駅
隣
接
）に
て
、「
土
木
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

in
札
幌�

～
く
ら
し
と
安
全
を
支
え
る
土
木
～
」が
開

催
さ
れ
た
。主
催
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
員
会
市
民
交

流
研
究
小
委
員
会
、昨
年
の
4
月
の
秋
田
市
、12
月

の
広
島
市
に
引
き
続
き
、3
回
目
の
開
催
で
あ
る
。

　

今
回
は
、北
海
道
開
発
局
、北
海
道
、札
幌
市
お

よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
北
海
道
支
部
の
後

援
と
土
木
学
会
北
海
道
支
部
の
協
力
を
得
て
、パ
ネ

ル
展
示（
土
木
の
紹
介
、北
海
道
の
土
木
遺
産
、札

幌
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
）、

体
験
広
場（
液
状
化
装
置
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た

液
状
化
実
験
、歩
測
体
験
、橋
の
模
型
の
実
験
）、図

書
・
ビ
デ
オ
の
紹
介
、展
示
物
を
見
な
が
ら
ク
イ
ズ

に
答
え
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
の
催
し
を
行
っ
た
。

　

会
場
は
新
札
幌
駅
近
く
の
複
合
型
商
業
施
設
内

の
広
場
で
、多
く
の
人
が
買
い
物
や
食
事
に
訪
れ
る
場

所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、親
子
連
れ
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
な

ど
大
勢
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

体
験
広
場
で
は
前
回
、前
々
回
も
実
施
し
た
液
状

化
現
象
実
験
装
置（
砂
と
水
の
入
っ
た
箱
を
振
動
さ

せ
る
こ
と
で
、液
状
化
現
象
を
視
認
で
き
る
装
置
）

の
ほ
か
、伊
能
忠
敬
に
ち
な
ん
だ
歩
測（
自
分
の
歩

幅
で
長
さ
を
測
る
体
験
）や
、橋
の
簡
単
な
模
型
を

使
っ
た
載
荷
実
験
な
ど
、ど
れ
も
人
気
が
高
く
、人
が

と
ぎ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。ま
た
、展
示
パ
ネ
ル
の

内
容
を
ク
イ
ズ
に
し
て
三
者
択
一
で
解
答
す
る
形
式

の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、ス
タ
ッ
フ
に
展
示
内
容
に

関
す
る
質
問
を
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

開
催
時
間
が
長
い
こ
と
も
あ
っ
て
、来
場
者
数
は

こ
れ
ま
で
の
2
倍
以
上
の
5
5
0
名
あ
ま
り
、ま

た
、比
較
的
若
い
世
代
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。来
場
者
の
半
数
以
上
は
、通
り
が
か
り
の
方
で

あ
っ
た
が
、回
収
し
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
解
答
兼
ア
ン

ケ
ー
ト
5
3
0
通
に
は
、多
く
の
意
見
・
感
想
が
記

述
さ
れ
て
い
た
。「
楽
し
か
っ
た
」、「
土
木
に
関
す
る

こ
と
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」と
い
う
感
想
が
大
半

で
あ
る
が
、な
か
に
は「
土
木
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
取
り

あ
げ
て
」と
い
う
50
代
の
女
性
の
厳
し
い
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
は
真
摯
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

新
聞
社
や
N
H
K
テ
レ
ビ
の
取
材
も
あ
り
、3

回
目
の
市
民
交
流
会
も
大
盛
況
に
終
わ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　

学
会
活
動
に
お
け
る
市
民
交
流
と
は
、学
会
の
研

究
成
果
や
行
政
の
情
報
な
ど
を
市
民
の
立
場
・
視

線
で
、わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
が
そ
の
第
一

歩
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。今
後
も
こ
の
よ
う
な

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
員
会
市
民
交
流
研
究
小
委
員

会　

椛
木�

洋
子
）

市
民
生
活
に
密
着
し
た
学
会
活

動 

─
土
木
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

in
札
幌
─

●
優
秀
発
表
講
演
者
19
名（
敬
称
略
）

Pang Jo Chun

（Y
onsei U

niversity

）／S.V
.T

. 
Janaka Perera

（
埼
玉
大
学
）／Richelle Zafra

（
東
京

工
業
大
学
）／San Y

u K
haing

（
横
浜
国
立
大
学
）／

N
guyen Ba T

huy

（
埼
玉
大
学
）／K

azuki A
oyanagi

（
東
北
大
学
）／H

irom
i Suzuta

（
朝
日
航
洋
）／Junichi 

Y
oshitani（

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
）／Phan H

uy 
D

ong

（
横
浜
国
立
大
学
）／Seto W

ahyudi（
東
京
大

学
）／Shaphal Subedi（
埼
玉
大
学
）／Ram

a M
ohan 

Pokhrel（
埼
玉
大
学
）／Jirapat Phornprapha

（
日

本
大
学
）／Jia Luo

（
山
梨
大
学
）／N

ikko N
estor 

F
. E

spenilla

（D
e La Salle U

niversity

）／

P
hongphan T

ankaseam

（K
hon K

aen 
U

niversity

）／N
guyen D

uc H
ai（

埼
玉
大
学
）／

Islam
 M

oham
m

ed Russedul（
横
浜
国
立
大
学
）／

Cham
pika Ellaw

ala K
ankanam

ge

（
埼
玉
大
学
）

写真2　�イベント会場全景

写真1　�展示・クイズラリーの様子

図1　�イベント案内ちらし
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構
造
工
学
委
員
会
で
は
、「
委
員
会
活
動

の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、

構
造
工
学
の
素
晴
ら
し
さ
、魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

構
造
工
学
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
」こ

と
を
目
的
に
、中
学
生
・
高
校
生
向
け
の
公
開
講

座
を
企
画
し
、昨
年
度
実
施
し
た（
土
木
学
会
誌

2
0
1
0
年
3
月
号
63
頁
に
て
報
告
）。

　

こ
の
公
開
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、体
験
型
実

験
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、実
験
で
使
用
し
た

ア
ー
チ
と
重
ね
ば
り
の
体
験
型
実
験
模
型
を
貸
し

出
し
用
に
製
作
し
た
。こ
れ
ら
の
模
型
を
写
真
1
に

示
す
。自
ら
の
手
で
ア
ー
チ
を
作
成
す
る
こ
と
や
、

重
ね
方
が
異
な
る
3
種
類
の
は
り
の
た
わ
み
を
体

で
直
接
感
じ
る
こ
と
で「
橋
の
不
思
議
」が
体
験
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

模
型
で
の
体
験
は
、橋
を
は
じ
め
と
す
る
土
木
構

造
物
に
対
す
る
理
解
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
、中

高
生
や
一
般
市
民
な
ど
を
対
象
と
し
た
行
事
で
、

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

　

公
開
講
座
の
報
告
と
模
型
お
よ
び
貸
し
出
し
に

関
す
る
詳
細
は
、構
造
工
学
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jsce.or.jp/com

m
ittee/

struct/fram
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。

　

最
後
に
模
型
製
作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

N
E
X
C
O
総
研
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
正
会
員　

永
田�

和
寿（
構
造
工
学
委
員
会　

名

古
屋
工
業
大
学
））

体
験
型
実
験
模
型
の
貸
し
出
し 

を
行
い
ま
す
！

（a）アーチ模型（ブロックを組み合わせてアーチを作成） （b）�重ねばり模型（手前の1つのはりと奥の2つのはりに座ってたわみの違
いを実感）

写真1　�体験型実験模型

土木学会誌 11 月号　正誤表
土木学会誌 2010 年 11 月号において誤りがございましたので、訂正してお詫びいたします。

個　所 正 誤

学生が行く今月の土木日本一　連載を終えて
32頁　本文上段6〜 7行目

北は北海道「小樽港北防波堤」 北は北海道「青函トンネル」
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